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近年，「インパクト評価」（impact evaluation, impact measurement, impact assessment）へ
の関心が世界的に高まっている。インパクト評価自体はプログラム評価の一種であり，特に新
しい評価手法ではない。しかしながら，関心の高まりの背景には，「インパクト」（impact），
特に「社会的インパクト」（social impact）（Epstein and Yuthas２０１４，邦訳：鵜尾・鴨崎
２０１５）１を計測することへの政策的あるいは社会経済的ニーズの高まりがあると考えられる。
政府側の変化でいえば，世界的に，インパクト評価がエビデンス・ベーストな政策形成
（evidence-based policy making）の不可欠な構成要素と位置づけられつつある（Gertler, Mar-





施に対して対価を支払う従来のモデル（fee for services model）中心から，成果（results or
outcome）に対して対価を支払うモデル，すなわち，アウトカムベース公共調達（outcome
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る（Newcomer, Hatry and Wholey２０１５:７）。また，プログラムのスタッフ・メンバーサイド
にも，評価により，自分たちのプロラムのパフォーマンスを理解し，それによってプログラム




といわれている（Rossi, Lipsey and Freeman２００４:３４， 邦訳 大島・平岡他監訳 ２００５：３４）。
まず，プログラムの改善を導くための評価は，「形成的評価」（formative evaluation）と呼
ばれる。それは，その目的がプログラムをかたちづくる，あるいはよりよく遂行できることを
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出所：Rossi, Lipsey and Freeman２００４:６３,６４，邦訳 ２００５:６１,６３.


















用便益分析ではなく，費用便益分析の一種である SROI（Social Return on Investment）（西
村２０１２）もほとんど活用されていない。
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してとらえている（Rossi, P. Lipsey. M.W. and Freeman, H.E.２００４:２０８，邦訳 大島・平岡他
監訳２０１４：１９６）。すなわち，ロッシらがいうインパクトとは，アウトカムの中でも，純粋に




ても，インパクトは，「プログラムに直接的に起因する変化」（the changes directly attribut-
able to a program）（Gertler, Martinez, Premand, Rawlings and Vermeersch２０１６:８）と説明
されている。
ワイスも，インパクトについて，長期的アウトカムやより広い社会に及ぼす効果と解釈され
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７ New Economyのウェッブサイト“unit cost databases”中の“Guidance”（http:／／neweconomymanchester.
com／our-work／research-evaluation-cost-benefit-analysis／cost-benefit-analysis／unit-cost-database）（２０１７／１／３０
アクセス）参照。
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１０ なおインパクトマップについては，国内で最も SROI によるインパクト評価の実績のある公共経営社会戦略
研究所が，公開可能な事例についてはHP上で公表している（http:／／koshaken.pmssi.co.jp／）。
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図表３ ロジックモデルの鍵概念
概 念 説 明
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